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Summary
In faculties in the field of science and technology, various problems have been arising due to a greater diversity of 
students. The purpose of this article is to improve the present situation by constructing a compound curriculum that 
connects a regular curriculum and extracurricular learning support systems using techniques of design research based 
on learning science, which realizes a more substantial learning process. We show one of the realizations of FD at the 
microscopic level by examining the effect of this design by design experiments with qualitative and quantitative surveys. 
Furthermore, we discuss the possibility of collaborative FD where mutual learning is achieved through collaboration 
between the University Education Center and the various faculties to share the process of improving problematic situations 
in the classroom.
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されてきたことにある。Bransford et al.（2000）は、学習における 1）潜在的学習（implicit learning）、2）非公式的学



















び理論構築を行う一連の研究方法である（Brown, 1992；三宅、2002；Cobb et al., 2003）。実践と実験的要素を結びつ
けた手法を用いるため、多くの従属変数に依存しながら、その変数を統制するのではなく、その特性を明らかにする
ことによってのみ理解される（Collins et al., 2004）。さらに理論と実践を行き来するダイナミックで長期の調査を行














の新 1年生 64名でその全員を調査対象とした。本研究の実施組織は授業担当者 3名（学部教員）、メンター担当者
































































図 1の通り、基礎物理学 A（力学）では 2008年度生の期末試験の素点 62.8点、GPCA（Grade Point Class Average）












































正答率 学習室 素点（／100点） GPCA 人数（人）
 0-20  0
20-40 非利用 70.8 1.75  8
40-60
非利用 59.5 1.36 14
利用 79.4 2.71  7
60-80
非利用 64.1 1.18 17
利用 81.0 3.00  1
 80-100
非利用 79.8 2.55 11
利用 79.0 3.00  1
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上記 5つの試験の素点を GP換算し、クラスター分析（ユークリッド距離、ウォード法）を行った結果、以下の 8
つのタイプに分けられた（表 5）。
表 5　学習プロセスのタイプ化
プロセスタイプはイメージであり、点線は GPCAの 2付近を表している。グループ 6と 8は入学当初の成績が芳
しくなかったが、どちらも大よそ 65％程度の学生が自らの学習状況を的確に判断し、主体的にメンター制度を活用
表 3　後期学習室利用・非利用者比較
基物 A成績 学習室 素点（／100点） GPCA 人数（人）
0
非利用 52.8 1.6 10
利用 66.0 2.0  1
1
非利用 32.6 0.8 12
利用 39.0 1.5  2
2
非利用 58.1 1.9  7
利用 63.0 3.0  2
3
非利用 70.1 2.9  9
利用 93.5 3.0  2
4
非利用 70.4 2.2  5
利用 67.3 2.7  3
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 1）  デザイン研究において〈非公式的学習〉と〈公式的学習〉の意味は拡張されており、その違いについて
Bransford et al.（2000）では「区別すべき重要な点は、［中略］教え込みによる指導実践かの違い」としている。
 2）  分析に採用した質的データ記載法は以下の通りである。SSN会議メモ（SNN）、研究者メモ（Memo）、電子
メールデータ（ML）、フィールドノーツ（FN）、インタビューデータ（IV）、分野教員への記述アンケート（SUV）。
SSN2009625とは 2009年 6月 25日に実施された会議メモであることを示している。
 3）  表内の GPCAは最終的な成績評価であり、これには中間試験結果、レポート提出等が加味されている。
 4）  2009年度新入生に関する調査は 2010年度も継続されている。
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